
町会報『飛脚便』(仮称)の発行に際して
 本年度の事業計画に基づき、町会報を発行し

ていくことにしました。会報を通じ、ともすれ

ばなおざりにされ勝ちな町会の運営状況、町会

費のつかい道についての報告や諸行事の予

定・内容についての連絡等々を出来る限り正

確、迅速に果たしていくことにします。また、

町会の皆様からのご意見、ご要望を積極的に取

り上げ、町会運営に反映させていくことにしま

す。そうした情報公開（ディスクローズ)を通
じて町会と皆様との間の距離を縮め、風通しの

よい町会、信頼で結ばれた町会づくりを進めて

いく一助としてまいりたく存じます。 
 「継続は力」の訓えのとおり、定期に発行を

続けていくことを大切にして努力をいたしま

す。そのためにも皆様のご支援が不可欠です。

どうぞ、ご理解、ご協力をくださいますよう切

にお願い申し上げます。 
なお、当座、会報の名称を中仙道東片『飛脚

便』としていますが、正式名称は、別途皆様か

ら公募するなどの方法をとって決めたいと存

じます。行くゆくは、通り一遍の記事だけでな

く、皆様からの声・趣味や町の歴史等もご紹介

し、楽しく親しみのもてる会報にしていきまし

ょう。       (担当：総務部会一同) .

新
会
長
就
任
挨
拶 

 

お
引
き
受
け
し
た
以
上

は
精
一
杯
、
一
層
の
ご
協

力
を 

会
長 

中
島
幸
夫 

 

こ
の
度
、
十
五
年
度
総
会

に
お
い
て
藤
生
千
代
吉
前
会

長
の
後
任
と
し
て
選
出
さ
れ

ま
し
た
。 

二
百
世
帯
余
り
の
町
会
を

代
表
し
総
括
す
る
と
い
う
重

責
を
遂
行
で
き
る
か
不
安
で

す
が(

お
引
き
受
け
し
た
以

上
）、精
一
杯
頑
張
っ
て
ま
い

る
所
存
で
お
り
ま
す
。 

町
内
会
並
び
に
地
域
と
の

交
わ
り
の
な
か
で
、
親
睦
、

助
け
合
い
、
明
る
い
親
し
み

や
す
い
町
会
と
し
て
成
長
し

て
い
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。 

少
子
・
高
齢
化
、
不
景
気

等
々
町
会
運
営
に
対
す
る
風

当
た
り
が
強
く
感
じ
ら
れ
る

昨
今
で
す
が
、
円
滑
な
運
営

は
人
の｢

和｣

で
あ
り
ま
す
。

新
役
員
と
も
町
会
の
方
々
と

も｢

和｣

を
も
っ
て
明
る
い
住

み
よ
い
町
づ
く
り
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
幸
い
、
今
年
度
か
ら
会

報
の
発
行
が
総
意
を
も
っ
て 

議
決
さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
の

暖
か
い
ご
協
力
と
ご
支
援
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
就

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

前
会
長
退
任
挨
拶 

 

一
致
団
結
し
て
の
住
み

よ
い
町
づ
く
り
を 

 

会
長 

藤
生
千
代
吉 

 

こ
の
度
、
町
会
長
退
任
に

当
た
り
一
筆
を
と
い
う
こ
と

で
。 

 

顧
ま
す
と
、
昭
和
二
十
四

年
駒
込
東
片
町
時
代
よ
り
町

会
の
皆
様
と
は
ご
厚
誼
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
い
つ
の
間

に
か
二
代
目
の
皆
様
に
変
わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
時
代

の
流
れ
は
早
い
も
の
で
、
そ

の
頃
村
瀬
会
長
の
も
と
、
皆

様
の
お
父
さ
ん
と
と
も
に
、

私
も
町
会
の
一
員
と
し
て
微

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

私
見
で
は
あ
り
ま
す
が
、
村

瀬
会
長
は
人
間
相
互
の
尊
重

と
培
わ
れ
た
良
識
の
持
ち
主

で
深
い
人
間
味
の
あ
る
方
で

し
た
。
次
い
で
、
故
水
上
会

長
の
時
代
に
変
わ
り
、
現
行

役
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
長

期
に
わ
た
っ
て
水
上
と
い
う

大
黒
柱
を
中
心
に
平
穏
な
時

代
が
流
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も

偏
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
賜

と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ

の
水
上
会
長
も
病
に
勝
て

ず
会
長
と
し
て
の
業
務
が

困
難
と
な
り
、
当
時
副
会

長
の
私
が
代
理
し
て
業
務

を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。
心

身
と
も
に
力
不
足
、
任
期

中
は
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
ど
う
に
か
任

期
を
満
了
で
き
ま
し
た
こ

と
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

我
が
中
町
会
も
今
年
度

よ
り
新
し
く
中
島
会
長
の

も
と
発
足
し
ま
し
た
こ
と
、

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
新
聞
紙
上
、
テ
レ

ビ
映
像
に
み
る
昨
今
の
世
相

の
乱
れ
は
嘆
か
わ
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。｢

礼
節｣

も
程

遠
く
昔
の
言
葉
と
な
り
ま
し

た
。
大
人
か
ら
青
少
年
に
至

る
ま
で
眼
を
そ
む
け
る
ば
か

り
の
世
の
中
、
こ
ん
な
時
こ

そ
我
が
町
会
も
率
先
し
て
青

少
年
の
育
成
に
力
を
注
ぎ
、

一
致
団
結
し
て
町
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
、
若
い
皆
さ
ん

頑
張
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
念

願
い
た
し
ま
す
。｢

年
寄
り
の

冷

｣

で
し
ょ
う
か
。 

や
水

 
 
 

 

平
成
十
五
年
度
総
会

報
告 

五
月
十
日
・
寿
会
館
、
出
席

二
十
六
名
、
委
任
状
一
二
〇

通
。
平
成
十
四
年
度
決
算
報

告
案
、
十
五
年
度
事
業
計
画

案
、
同
予
算
案
を
承
認
、
左

記
の
方
々
を
今
年
度
の
役
員

と
し
て
選
出
し
ま
し
た
《
敬

称
略
》 。

町
会
長 

 

中

 

幸
夫 

島

副

 

岸 

紀
代
治

町
会
長

 

同 
 
 
 

大
口 

信
治 

同 
 
 
 

中
島 

篤
博 

同 
 
 
 

国
光 

朋
子 

相

 
 

藤
生 

千
代
吉 

談
役

同 
 
 
 

大
口 

チ
イ 

同 
 
 
 

棚
沢 

玉
喜 

同 
 
 
 

堀
越 

京
子 
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監
 
 

北
村 

治
夫 
査
役

同 
 
 
 

冨
里 

輝
雄 

 [

各
部

・
副
部
長] 

部
長

会
計
部 

 

部
長 

 

国
光

朋
子 

 

 

副
部
長 

未
定 

文
化
部 

 

部
長 

 

水
野 

俊
一 

 

副
部
長 

石
井 

惞
二
郎 

青
少
年
部 

 
 

部
長 

 

小
林 

進 
 

副
部
長 

橋
本 

一
夫 

婦
人
部 

 

部
長 

 

菅
原 

か
ほ
る 

 

副
部
長 

佐
藤 

紀
子 

厚
生
部 

 

部
長 

 

柴
田 

美
恵
子 

 

副
部
長 

中
島 

渥
子 

防
災
部 

 

部
長 

 

今
井 

健
二 

 

副
部
長 

西
村 

裕
陽 

防
犯
部 

 
 

 

部
長 

 

石
原 

文
爾 

 

副
部
長 

中
島 

正
記 

祭
事
部 

 

部
長 

 

柴
田 

誠
一 

 

副

 

水
上 

修
一

部
長

 
 

同 
 

福
島 

伸
孝 

 

総
務
部 

 

部
長 

 

奥
村 

健
二
郎 

 

副

 

立
島 

義
彬

部
長

 

同 
 
 

大
口 

信
治 

  [

班 
 
 

長] 

第
一
班 

 

松
本 

正
二 

第
二
班 

 

国
光 

隆
明 

第
三
班 

 

坂
本 

恒
夫 

第
四
班 

 

梶
間 

秀
明 

第
五
班 

 

藁
科 

博
崇 

第

 
 

海
老

 

尚 

六
班

原

同 
 
 
 

川
島 

小
太
郎 

第
七
班 

 

石
井 

惞
二
郎 

第
八
班 

 

柴
田 

 

誠
一

第
九
班 

 

玉
井 

信 
第
十
班 

 

柿
原 

浩
太 

第
十
一
班 
岡
本 

靖
一

 
 
 
 

 
 

第
十
二
班 
荒
井 

友
美 

第
十
三
班 

栗
田 
裕
行 

 

以
上
、
役
員
の
方
々
は
二

年
間
、
班
長
の
方
々
は
一
年

間
ご
協
力
を
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

文
京
区
、
関
連
組
織
担
当

役
員 ① 

十
二
町
会
災
害
時
連

絡
委
員=

今
井
健

二
・
中
島
篤
博
・
西

村
裕
陽 

② 

十
二
町
会
青
年
婦
人

協
議
会=

国
光
朋

子
・
佐
藤
紀
子
・
橋

本
一
夫 

③ 

青
少
年
地
区
対
策
委

員=

小
林
進
・
橋
本
一

夫
・
柴
田
恵
美
子
・

国
光
朋
子 

④ 

防
火
婦
人
部=

中
島

渥
子
・
岸
弘
子
・
北

村
聖
子 

⑤ 

交
通
青
年
部=

岸
紀

代
治
・
柴
田
誠
一
・

大
口
信
治 

⑥ 

防
犯
活
動
推
進
員

（
旧
防
犯
連
絡
所
）=

小
野
昭
利
・
大
口
勇

夫
・
指
田
淑
子
・
斉

藤
秀
子
・
柴
田
誠

一
・
梨
本
清
司
・
花

岡
和
子
・
中
島
幸

夫
・
北
村
治
夫
・
藤

生
千
代
吉
・
今
井
健

二
・
石
原
文
爾
・
奥

村
健
二
郎 

 

そ
の
他
、
町
内
外
諸
活

動
協
力 

① 
文
京
区
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
活
動 

② 

本
郷
消
防
団
第
三
分

団
協
力 

②

根
津
神

 
 

力 
 

社
町
総
代
協 

 

④ 

交
通
安
全
週
間
協
力 

⑤ 

そ
の
他 

役
員
会
内
組
織 

① 

防
災
会
議
議
長=

町

会
長 

② 

防
災
計
画
作
成
委
員

会 委
員
長=

中
島
篤
博 

③ 

災
害
対
策
組
織
・
本

部 本
部
長=

長 

町
会

④ 

総
務
部
会=

総
務
部

員 三
名
・
石
原
文
爾
・ 

 
 

橋
本
一
夫 

藤
生
前
会
長
と
棚
沢 

前
婦
人
部
長
に
感
謝 

状
贈
呈 

去
る
七
月
五
日
、
大
安 

の
よ
き
日
に
前
会
長.

藤

生
千
代
吉
殿
と
前
婦
人
部

長
の
棚
沢
玉
喜
殿
の
お
二

方
に
永
年
の
ご
貢
献
に
謝

し
、
薄
謝
を
添
え
て
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

 当
面
の
行
事
計
画(

八

月
〜
九
月) 

六
中
プ
ー
ル
開
放 

八
月
九

日(

土)

〜

日(

日) 
 

十

金
魚
つ
り
大
会 

八
月
二
十

四
日(

日)

一
誠
寮
横
通

り 

四
時

十
分
〜 

三

合
同
防
災
訓
練 

九
月
七
日

(

日) 

駒
本
小
学
校
↓

詳
細
は
追
っ
て
連
絡 

敬
老
の
日 

九
月
十
五
日

(
月)
祝
日 

お
祝
い
品

の
贈
呈 

秋
の
交
通
安
全
週
間 

九
月 

二
十
一
日(
日)
〜
三
十

日(

水) 
 

 

 

中
町
会
の
会
員
数 
 

二
百
二
世
帯
に 

 

五
月
十
日
現
在
、
私
た
ち 

の
中
町
会
の
加
入
世
帯
総
数 

は
、
二
百
二
世
帯
と
な
っ
て 

い
ま
す
。
こ
れ
は
住
民
登
録 

に
よ
る
中
町
会
総
世
帯
数
二 

百
八
十
世
帯
の
約
七
割
に
当 

た
り
ま
す
。 

 

新
規
に
入
会
さ
れ
て
き
た 

方
々
を
は
じ
め
未
加
入
方
々 

に
町
会
を
い
っ
そ
う
理
解
し 

て
い
た
だ
く
よ
う
に
努
め
る 

と
と
も
に
町
会
員
の
拡
大
を 

図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。 

 

新
規
町
会
入
会
者
の 

ご
紹
介 

 

五
月
、
石
川
晋
介
様(

医

師
）
ご
家
族
四
名
、
一
の

四
の
五
。
六
月
、
池
田
隆

一
様
（
会
社
員)

ご
家
族
三

名
、
一
の
四
の
五
。
同
六

月
、
赤
林 

朗
様(

公
務

員
・
医
師
）
ご
家
族
三
名
、

一
の
十
七
の
四
。
以
上
三

家
族
の
皆
様
で
す
。
中
町 

会
あ
げ
て
歓
迎
致
し
ま
す
。 

高
齢
者
の
交
通
事
故
、

連
続

発
生
、
ご 

し
て

注
意
を 

本
郷
通
り
で
は
今
年
に

入
り
、
二
件
の
死
亡
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。
一
件

目
は
三
月
十
五
日
の
午
後

七
時
す
ぎ
追
分
の
横
断
歩

道
で
お
年
寄
り
が
車
に
は

ね
ら
れ
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

 
 

二
件
目
は
六
月
二
十
九

日
午
後
九
時
前
、
蓬
莱
町

の
交
差
点
で
駒
込
方
面
か

ら
直
進
し
て
き
た
バ
イ
ク

が
東
大
方
面
か
ら
日
本
医

大
方
向
に
右
折
し
た
ご
高

齢
者
の
運
転
す
る
乗
用
車

に
衝
突
し
、
バ
イ
ク
を
運

転
し
て
い
た
方
が
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
。 

両
事
故
と
も
信
号
を
守

れ
ば
防
げ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
私
達
も
交
通
ル
ー
ル

を
正
し
く
守
り
、
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
充

分
注
意
し
て
自
他
と
も
に

安
全
を
護
っ
て
下
さ
い
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険 

発
効 

七
日
午
後
四
時
か
ら
一 

 

年
間
、
町
会
活
動
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
起
き

た
賠
償
責
任
事
故
や
指
導

者
自
身
の
障
害
事
故
に
対

し
、
無
料
（
区
が
負
担)

の
保
険
が
発
効
し
ま
し
た
。  

な
お
、
詳
し
く
は
五
月

二
十
五
日
付
け
の
区
報

『‘

ぶ
ん
き
ょ
う
』
を
ご
参

照
下
さ
い
。 

水野
長方形


